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目　的

　本研究の主目的は，1）患者・遺族の見捨てら
れ感の頻度を明らかにすること，2）医療者のど
のような振る舞いが見捨てられ感を生じさせるか

を探索することである．
　副次的目的は，1）見捨てられ感の概念を形成
する因子を探索的に分析すること，2）見捨てら
れ感と遺族の抑うつや悲嘆との関連を探索するこ
とである．
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　緩和ケア病棟を初めて紹介された時
に，遺族の 31.4％，患者の 15.9％は見
捨てられ感を感じ，緩和ケア病棟入院時
には，遺族の 14.2％，患者の 8.6％が
見捨てられ感を感じた．
　患者が若く（71.3 歳 vs.76.3 歳），遺
族が高齢（63.5 歳 vs.60.0 歳）で配偶
者の方が，見捨てられ感を感じる頻度
が高かった．緩和ケアチームの診療が
あること（80.3％ vs.74.9％），緩和ケ
ア病棟入院の決断に遺族が関わった群の
方が，遺族の見捨てられ感は少なかった
（71.4％ vs.74.9％）．
　医療者の振る舞いについては，以下の
項目について見捨てられ感を感じた群と
感じなかった群で差が大きかった：前医
は外来や回診頻度が減少した，前医は治
療以外も相談に乗った，前医は人間とし
て対応した，前医はできる限り治療した

と保証した，前医は緩和ケア病棟の治療
や医師を知っていた，前医は緩和ケア病
棟入院まで相談に乗り気に掛けた，前医
はやれることはないと言った，緩和ケア
病棟入院中に以前の医師や看護師が覚え
ていた．
　見捨てられ感に関する体験について，
先々の希望がなくなった，どうしていい
か分からなくなった，の項目が多く（見
捨てられ感のある群でおのおの 82.2％，
65.4％），その時はつらかったが覚悟が
できた，の項目も 74.1％と高かった．
　遺族の悲嘆や抑うつに関して，見捨て
られ感は有意に関係していた．
　本研究は，緩和ケア病棟紹介に伴う見
捨てられ感に関する，初めての実証的研
究であり，見捨てられ感の体験を知り，
リスク因子が高い症例を知り，対処法を
考えることに役立つだろう．
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結　果

　緩和ケア病棟を初めて紹介された時，遺族の
31.4％は見捨てられ感を感じ（少し感じた，感じ
た，とても感じた，の総計），患者の 15.9％は見
捨てられ感があると言っていた（時々言ってい

た，よく言っていた，の総計）．一方，緩和ケア
入院時に関しては，遺族は 14.2％，患者は 8.6％
と，いずれも初めて紹介された時よりは有意に減
少した（p＜0.01）（図 1, 2）．
　緩和ケアを初めて紹介された時に関して，遺族
が見捨てられ感を感じなかった群（感じなかっ
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図１　遺族の見捨てられ感の頻度

図 2　患者の見捨てられ感の頻度
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表 1　遺族の見捨てられ感の有無に対する各因子の比較
見捨てられ群
（n=189）

非見捨てられ群
（n=412） p値

n % n %
患者の背景
患者の年齢 平均（歳）±SD 71.3 ± 12.0 76.3 ± 10.8 0.000

患者の性別
男性 108 58.1 226 55.8 0.606
女性 78 41.9 179 44.2
欠損 3 7

患者の婚姻状態

既婚 128 71.1 234 57.8 0.000
未婚 18 10.0 18 4.4
死別 27 15.0 126 31.1
離別 7 3.9 27 6.7
欠損 9 7

原発巣

肺癌 42 22.2 107 26.0 0.238
胃癌 21 11.1 55 13.4
大腸・直腸癌 25 13.2 53 12.9
肝・胆・膵臓癌 28 14.8 70 17.0
食道癌 10 5.3 14 3.4
乳癌 11 5.8 20 4.9
泌尿器科癌 15 7.9 20 4.9
頭頸部癌 6 3.2 13 3.2
婦人科癌 10 5.3 15 3.6
血液腫瘍 4 2.1 10 2.4
軟部組織癌 1 0.5 1 0.2
脳腫瘍 1 0.5 10 2.4
その他 15 7.9 23 5.6
欠損 0 1

がん治療医師に受診した期間

3年以上 45 24.2 100 25.0 0.148
1 ～ 3年 71 38.2 113 28.3
6 カ月～ 1年 26 14.0 62 15.5
3 ～ 6カ月 21 11.3 52 13.0
3 カ月未満 23 12.4 73 18.3
欠損 3 12

緩和ケアチームの診療

あり 134 74.9 326 80.3 0.006
なし 30 16.8 41 10.1
不明 15 8.4 39 9.6
欠損 10 6

最後の抗がん治療中の患者の状態

自立 66 35.5 126 31.3 0.590
一部介助 72 38.7 154 38.2
ほぼ全部介助 48 25.8 123 30.5
欠損 3 9

療養中の患者世帯の収入

100万未満 25 13.9 53 13.5 0.415
200 万未満 32 17.8 79 20.1
400 万未満 67 37.2 141 35.9
600 万未満 29 16.1 59 15.0
800 万未満 18 10.0 24 6.1
800 万以上 9 5.0 37 9.4
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欠損 9 19
遺族の背景

遺族の年齢
平均（歳）±SD 63.5 ± 12.7 60.0 ± 11.8 0.001
欠損 5 6

遺族の性別
男性 60 32.8 140 34.7 0.658
女性 123 67.2 264 65.3
欠損 6 8

遺族の患者との関係

配偶者 98 52.7 144 35.5 0.000
子ども 53 28.5 172 42.4
婿・嫁 11 5.9 39 9.6
親 9 4.8 10 2.5
兄弟 13 7.0 24 5.9
その他 2 1.1 17 4.2
欠損 3 6

遺族の最終学歴

中学校 19 10.5 45 11.1 0.090
高校 90 49.7 179 44.0
短大・専門学校 45 24.9 82 20.1
大学 24 13.3 96 23.6
大学院 1 0.6 3 0.7
その他 2 1.1 2 0.5
欠損 8 5

遺族の信仰宗教

なし 66 36.1 138 34.6 0.085
仏教 104 56.8 210 52.6
キリスト教 2 1.1 22 5.5
神道 7 3.8 12 3.0
その他 4 2.2 17 4.3
欠損 6 13

緩和ケア病棟入院の決定者

患者 37 19.6 84 20.4 0.008
遺族 24 12.7 76 18.5
医師 15 7.9 9 2.2
患者と遺族 32 16.9 63 15.3
患者と医師 2 1.1 10 2.4
遺族と医師 38 20.1 100 24.3
全員 41 21.7 69 16.8
欠損 0 1

医療者の振る舞い

前医は最新のがん治療を知っていた
そう思わない 48 26.5 60 15.3 0.000
そう思う 133 73.5 331 84.7
欠損 8 21

前医は体調変化や心配に対応した
そう思わない 58 31.3 61 15.3 0.000
そう思う 127 68.6 337 84.7
欠損 4 14

前医は外来や回診頻度が減少した
そう思わない 115 64.6 327 83.8 0.000
そう思う 63 35.4 63 16.2
欠損 11 22

見捨てられ群
（n=189）

非見捨てられ群
（n=412） p値

n % n %

表 1　遺族の見捨てられ感の有無に対する各因子の比較（つづき）
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前医は治療以外も相談に乗った
そう思わない 114 63.7 164 42.6 0.000
そう思う 65 36.3 221 57.4
欠損 10 27

前医は人間として対応した
そう思わない 101 55.8 104 26.5 0.000
そう思う 80 44.2 289 73.5
欠損 8 19

前医はできる限り治療したと保証した
そう思わない 91 51.7 99 26.0 0.000
そう思う 85 48.3 282 74.0
欠損 13 31

前医は病状悪化前から緩和ケア病棟につ
いて相談した

そう思わない 110 62.1 201 52.5 0.027
そう思う 67 37.9 182 47.5
欠損 12 29

前医は緩和ケア病棟の治療や医師を知っ
ていた

そう思わない 104 58.8 140 36.5 0.000
そう思う 73 41.2 244 63.5
欠損 12 28

前医は緩和ケア病棟を選択肢の一つと説
明した

そう思わない 54 30.2 47 12.1 0.000
そう思う 125 69.8 341 87.9
欠損 10 24

前医は緩和ケア病棟入院まで相談に乗り
気に掛けた

そう思わない 97 54.2 131 34.4 0.000
そう思う 82 45.8 250 65.6
欠損 10 31

前医はやれることはないと言った
そう思わない 102 57.0 314 80.7 0.000
そう思う 77 43.0 75 19.3
欠損 10 23

前医は最後の診察と挨拶した
そう思わない 106 59.6 276 72.8 0.004
そう思う 72 40.4 103 27.2
欠損 11 33

緩和ケア病棟入院中に医師は緩和ケアを
知っていた

そう思わない 23 12.6 19 4.8 0.000
そう思う 159 87.4 379 95.2
欠損 7 14

緩和ケア病棟入院中に体調や心配に対応
した

そう思わない 26 14.4 15 3.7 0.000
そう思う 155 85.6 386 96.3
欠損 8 11

緩和ケア病棟入院後に薬剤など理由もな
く減少した

そう思わない 130 72.6 335 84.8 0.000
そう思う 49 27.4 60 15.2
欠損 10 17

緩和ケア病棟入院中に生活など相談に
乗った

そう思わない 83 46.4 111 29.0 0.000
そう思う 96 53.6 272 71.0
欠損 10 29

緩和ケア病棟入院中に人間として対応し
た

そう思わない 59 32.8 59 14.9 0.000
そう思う 121 67.2 337 85.1
欠損 9 16

緩和ケア病棟入院中に以前の医師が訪問
した

そう思わない 132 75.0 222 60.2 0.004
そう思う 44 25.0 147 39.8
欠損 13 43

見捨てられ群
（n=189）

非見捨てられ群
（n=412） p値

n % n %

表 1　遺族の見捨てられ感の有無に対する各因子の比較（つづき）
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緩和ケア病棟入院中に以前の看護師が訪
問した

そう思わない 140 79.5 241 65.0 0.003
そう思う 36 20.5 130 35.0
欠損 13 41

緩和ケア病棟入院中に以前の医師や看護
師が覚えていた

そう思わない 101 59.1 143 39.9 0.000
そう思う 70 40.9 215 60.1
欠損 18 54

緩和ケア病棟紹介時の遺族の体験

先々の希望がなくなった
思わなかった 33 17.8 294 73.3 0.000
思った 152 82.2 107 26.7
欠損 4 11

どうしていいか分からなくなった
思わなかった 63 34.6 319 80.4 0.000
思った 119 65.4 78 19.6
欠損 7 15

患者が大切に思われていないと思った
思わなかった 108 59.7 374 93.7 0.000
思った 73 40.3 25 6.3
欠損 8 13

一人になる寂しさを感じた
思わなかった 77 42.5 331 83.2 0.000
思った 104 57.5 67 16.8
欠損 8 14

頼りにできるところがなくなったと思っ
た

思わなかった 82 45.8 365 91.5 0.000
思った 97 54.2 34 8.5
欠損 10 13

どこにも持って行き場のない怒りを感じ
た

思わなかった 102 55.7 378 94.5 0.000
思った 81 44.3 22 5.5
欠損 6 12

不信感や裏切られたと感じた
思わなかった 109 61.2 387 96.8 0.000
思った 69 38.8 13 3.3
欠損 11 12

その時は辛かったが覚悟ができた
思わなかった 48 25.9 175 43.8 0.000
思った 137 74.1 225 56.3
欠損 4 12

Brief Grief Questionnaire

患者の死を受け入れること

全く大変ではない 11 6.0 47 11.6 0.000
多少大変 58 31.9 196 48.5
かなり大変 113 62.1 161 39.9
欠損 7 8

悲嘆による生活の支障

全くない 24 13.0 108 26.7 0.000
多少ある 102 55.4 248 61.4
かなりある 58 31.5 48 11.9
欠損 5 8

亡くなった光景や考えに悩まされる

全くない 15 8.2 94 23.3 0.000
多少ある 90 49.2 248 61.5
かなりある 78 42.6 61 15.1
欠損 6 9

見捨てられ群
（n=189）

非見捨てられ群
（n=412） p値

n % n %

表 1　遺族の見捨てられ感の有無に対する各因子の比較（つづき）
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患者を思い出すために避けること

全くない 37 20.3 156 38.5 0.000
多少ある 100 54.9 209 51.6
かなりある 45 24.7 40 9.9
欠損 7 7

他の人から切り離される感じ

全くない 92 50.0 252 62.2 0.001
多少ある 70 38.0 136 33.6
かなりある 22 12.0 17 4.2
欠損 5 7

Patient Health Questionnaire-9

物事に興味がない

全くなし 75 42.4 255 63.3 0.000
週に数日 54 30.5 100 24.8
週に半分以上 36 20.3 32 7.9
ほぼ毎日 12 6.8 16 4.0
欠損 12 9

気分が落ち込む

全くなし 62 34.6 244 60.8 0.000
週に数日 78 43.6 111 27.7
週に半分以上 24 13.4 35 8.7
ほぼ毎日 15 8.4 11 2.7
欠損 10 11

睡眠の障害

全くなし 53 29.8 206 51.0 0.000
週に数日 65 36.5 124 30.7
週に半分以上 36 20.2 46 11.4
ほぼ毎日 24 13.5 28 6.9
欠損 11 8

易疲労感，無気力

全くなし 48 27.0 192 47.6 0.000
週に数日 77 43.3 150 37.2
週に半分以上 36 20.2 37 9.2
ほぼ毎日 17 9.6 24 6.0
欠損 11 9

食欲の異常

全くなし 85 48.3 266 66.5 0.000
週に数日 58 33.0 83 20.8
週に半分以上 21 11.9 36 9.0
欠損 13 12

自責感

全くなし 106 60.0 310 76.5
週に数日 44 24.7 67 16.5
週に半分以上 15 8.4 21 5.2
ほぼ毎日 13 7.3 7 1.7
欠損 11 7

集中力の減退

全くなし 117 66.1 319 79.2 0.001
週に数日 39 22.0 58 14.4
週に半分以上 15 8.5 16 4.0
ほぼ毎日 6 3.4 10 2.5
欠損 12 9

動きが緩徐，落ち着かず
全くなし 126 70.8 344 85.4 0.000
週に数日 36 20.2 38 9.4

見捨てられ群
（n=189）

非見捨てられ群
（n=412） p値

n % n %

表 1　遺族の見捨てられ感の有無に対する各因子の比較（つづき）
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た，あまり感じなかった，の総計．非見捨てられ
群）と，見捨てられ感を感じた群（少し感じた，
感じた，とても感じた，の総計．見捨てられ群）
について，各因子を単変量解析（連続変数は t 検
定，名義変数はχ2 検定を用いた）にて比較した

（以下，非見捨てられ群 vs. 見捨てられ群）（表 1）．
　背景に関しては，患者年齢について，見捨てら
れ群の方が有意に若かった（76.3 歳 vs. 71.3 歳）．
一方，遺族の年齢に関しては，非見捨てられ群
の方が若かった（60.0 歳 vs. 63.5 歳）．患者と遺
族の関係については，見捨てられ群では配偶者
の割合が最も高く（35.5％ vs. 52.7％），非見捨て
られ群では子どもの割合が最も高かった（42.4％
vs. 28.5％）．緩和ケア病棟に入院することを決め
た者について，見捨てられ群では患者や医師が
関わった率が高く（患者が関わった率 55.0％ vs. 
59.3％，医師が関わった群 45.7％ vs. 50.8％），非
見捨てられ群では遺族が関わった率が高かった

（74.9％ vs. 71.4％）．
　医療者の振る舞いとの関連に関しては，調査
した 20 の項目すべてにおいて両群で有意な差
を認めた．そう思う，とてもそう思う，の総計
で，非見捨てられ群，見捨てられ群の率は，お
のおの以下の通りであった．前医は最新のがん

治療を知っていた（84.7％ vs. 73.5％），前医は
体調変化や心配に対応した（84.7％ vs. 68.6％），
前医は外来や回診頻度が減少した（16.2％ vs. 
35.4％），前医は治療以外も相談に乗った（57.4％
vs. 36.3％），前医は人間として対応した（73.5％
vs. 44.2％），前医はできる限り治療したと保証
した（74.0％ vs. 48.3％），前医は病状悪化前か
ら緩和ケア病棟について相談した（47.5％ vs. 
37.9％），前医は緩和ケア病棟の治療や医師を知っ
ていた（63.5％ vs. 41.2％），前医は緩和ケア病棟
を選択肢の一つと説明した（87.9％ vs. 69.8％），
前医は緩和ケア病棟入院まで相談に乗り気に掛
けた（65.6％ vs. 45.8％），前医はやれることはな
いと言った（19.3％ vs. 43.0％），前医は最後の診
察と挨拶した（27.2％ vs. 40.4％），緩和ケア病棟
入院中に医師は緩和ケアを知っていた（95.2％
vs. 87.4％），緩和ケア病棟入院中に体調や心配
に対応した（96.3％ vs. 85.6％），緩和ケア病棟入
院中に薬剤など理由もなく減少した（15.2％ vs. 
27.4％），緩和ケア病棟入院中に生活など相談に
乗った（71.0％ vs. 53.6％），緩和ケア病棟入院中
に人間として対応した（85.1％ vs. 67.2％），緩和
ケア病棟入院中に以前の医師が訪問した（39.8％
vs. 25.0％），緩和ケア病棟入院中に以前の看護師

週に半分以上 10 5.6 17 4.2
ほぼ毎日 6 3.4 4 1.0
欠損 11 9

希死念慮

全くなし 144 80.4 372 92.1 0.000
週に数日 24 13.4 22 5.4
週に半分以上 8 4.5 8 2.0
ほぼ毎日 3 1.7 2 0.5
欠損 10 8

上記による仕事や家事の支障

全く困難なし 103 58.9 313 78.3 0.000
やや困難 63 36.0 80 20.0
困難 7 4.0 6 1.5
極端に困難 2 1.1 1 0.3
欠損 14 12

見捨てられ群
（n=189）

非見捨てられ群
（n=412） p値

n % n %

表 1　遺族の見捨てられ感の有無に対する各因子の比較（つづき）
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が訪問した（35.0％ vs. 20.5％），緩和ケア病棟入
院中に以前の医師や看護師が覚えていた（60.1％
vs. 40.9％）．
　見捨てられ感に関係していると思われる体験内
容 8 つについて両群で比較したところ，すべての
群で有意に見捨てられ群で多かった．少し思っ
た，思った，とても思った，の総計で非見捨て
られ群，見捨てられ群の率は，おのおの以下の
通りであった．先々の希望がなくなった（26.7％
vs. 82.2％），どうしていいか分からなくなった

（19.6％ vs. 65.4％），患者が大切に思われていな
いと思った（6.3％ vs. 40.3％），一人になる寂し
さを感じた（16.8％ vs. 57.5％），頼りにできると
ころがなくなったと思った（8.5％ vs. 54.2％），
どこにも持って行き場のない怒りを感じた（5.5％
vs. 44.3％），不信感や裏切られたと感じた（3.3％
vs. 38.8％），その時は辛かったが覚悟ができた

（56.3％ vs. 74.1％）．
　Brief Grief Questionnaire, Patient Health 
Questionnaire-9 による悲嘆と抑うつに関するす
べての項目に関して，見捨てられ群は有意に高い
スコアを示した（p=0.001～＜0.01）．

考　察

　緩和ケア病棟を初めて紹介された時に，患者の
5 名に 1 名，遺族の 3 名に 1 名程度は，見捨てら
れた感じをもつことが分かった．これは実際に緩
和ケア病棟に入院する時には，患者の 10 名に 1
名，遺族の 7 名に 1 名程度まで減っており，紹介
されてから退院までの期間で心境の変化があるこ
とが分かった．
　遺族の見捨てられ感に関係する因子について検
討をする．年齢に関する解析では，患者に関して
は若い方が見捨てられ感を経験しやすい一方，遺
族は配偶者の方が見捨てられ感を経験しやすいた
め高齢の方が多かった．緩和ケア病棟に入院する
ことを決めた人物について，遺族の関わりが多い
方が遺族の見捨てられ感は少なかった．患者の見
捨てられ感に関しては，患者自身が決断に関わっ
ている方が少ない可能性がある．

　先行研究1～7）を参考にした医療者のケアに関し
て検討をする．調査したすべての項目において見
捨てられ感との関わりがあったが，特に非見捨て
られ群との間で約 20％以上の大きな差を認めた
項目は，前医は外来や回診頻度が減少した，前医
は治療以外も相談に乗った，前医は人間として対
応した，前医はできる限り治療したと保証した，
前医は緩和ケア病棟の治療や医師を知っていた，
前医は緩和ケア病棟入院まで相談に乗り気に掛け
た，前医はやれることはないと言った，緩和ケア
病棟入院中に以前の医師や看護師が覚えていた，
であった．すべて治療医（前医）に関する項目で
あり，治療はできる限り行ったことを保証し，緩
和ケア病棟に入院するまでも責任をもって対処す
る姿勢を示し，入院後も気に掛けることが，見捨
てられ感を減らすために重要であることが示され
た．
　見捨てられ感の体験について，先々の希望がな
くなった，どうしてよいか分からなくなった，と
いった未来に対する不安を示す項目の割合が大き
く，患者が大切にされていないと思った，どこに
も持って行き場のない怒りを感じた，不信感や裏
切られた感じ，といった医療者に対する強い感情
は相対的に少なかった．一方で，その時はつら
かったが覚悟ができた，の項目は，見捨てられ感
を感じた患者でも 4 名に 3 名が経験しており，見
捨てられ感が否定的な意味合いだけでなく，新た
な療養に向けて思いが定まる役割もあることが示
された．
　見捨てられ感は，遺族の悲嘆や抑うつとも有意
に関連しており，非常に重要な体験であることが
示された．
　本研究は，緩和ケア病棟紹介に伴う見捨てられ
感に関する，初めての実証的研究である．見捨て
られ感の体験を知り，リスク因子が高い症例を知
り，対処法を考えることに役立つと思われる．
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